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アイガー（9226） 
教育機関の広告予算削減を背景に減収減益減配。経

済再開を機とした新しい提案と、広告主開拓が課題。 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
TOKYO PRO Market | 広告・マーケティング| 会社紹介  

BLOOMBERG 9226:JP  | REUTERS 9226.T 

• 2022/11通期は、売上高が前年同期比9.9％減、営業利益が同91.8％

減、経常利益が同92.4％減、当期純利益は同93.6％減で減収減益。配

当は同22.9円から16.5円へ減配となった。 

• 販売実績としては教育機関向けが前年同期比8.6％減、一般企業向け

が同24％減となった。受注高は同0.9％増、期末受注残高は同18.8％増

で、23年11月期の売上への持ち越しが増えた。 

• 経済再開を機にした新提案の増加、教育機関以外の一般企業や首都圏

外の広告主開拓が課題。 
What is the news? 

23年2/27発表の2022/11通期実績は、売上高が前期比9.9％減の1,149百

万円、営業利益が同91.8％減の11百万円、経常利益が同92.4％減の10百万

円、当期純利益は93.6%減の5百万円となった。売上総利益率は同46.7％

に対して45.1%、営業利益率は同10.6％から0.98％へと低下。販管費は同

460百万円から507百万円へと負担増となった。 

販売実績を見ると、教育機関向けが前期比8.6％減の1,068百万円、一般

企業向けが同24％減の80百万円。受注高は同0.9％増の1,346百万円、期末

受注残高は同18.8％増の906百万円となり、23年11月決算期の売上に持ち

越された案件が増えたものと見られる。 

売上低下の背景には、私立大学の志願者数低下や入学検定料の収入減

による教育機関の広告費予算削減により、特に第4四半期における追加増

刷等の受注生産高が影響を受けたものと説明されている。 

How do we view this? 

23年1月13日の2023/11通期予想は、売上高16.9%増の1,343百万円、営業

利益が288.9％増の43百万円、経常利益が312％増の41百万円を見込んで

おり、売上成長と利益率の改善する見通しである。 

当期の販売実績について、受注高に対する残高の比率に着目すると、

前期57.1％に対して当期67.3％となり、期中の未消化比率は増加した。受

注残高の増加は、コロナ再開後のオープンキャンパス需要などに対応し

た新提案によるものと説明されている。 

提案の柔軟性・伸縮性は、提案営業と制作の連携や一貫した社内制作

体制といった垂直統合型の利点であり、コロナ禍からの経済再開という

転換点における新しい広告提案を行う上で優位性があると言えよう。一

方、教育機関の広告予算については、今後縮小するリスクがあり、同社

が目標としている一般企業や首都圏外の案件取り込みを加速していく必

要があると見える。 

また、広告主に対するオウンドメディア提供などは、システム保守や

アップデートによる継続的な収入源となる可能性もあり、こうした部分

を強化することによる売上のストック収益化にも期待できよう。 
 

 

  

業績推移
事業年度 2020/11 2021/11 2022/11 2023/11F
売上高（百万円） 1,099 1,275 1,149 1,343
経常利益（百万円） 20 134 10 41
当期利益（百万円） 14 88 5 27
EPS（円） 14.69 86.71 5.59 26.88
PER（倍） 81.69 13.84 214.67 -
BPS（円） 276.17 361.21 346.77 -
PBR（倍） 4.35 3.32 3.46 -
配当（円） 2.90 22.90 16.50 7.60
配当利回り（％） 0.24 1.91 1.38 0.63

（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F＝会社予想）

配当予想（円） 7.60 （会社予想）

株価（円） 1,200

会社概要

企業データ

大株主・主要株主（2023/2/27） （%）

49.02

2.木田　裕士 49.01

3.株式会社テラ 0.99

4.株式会社文化放送 0.98

リサーチ部

三角 友幸

tomoyuki .misumi@phi l l ip.co.jp

+81 3 3666 0707

笹木 和弘

kazuhiro.sasaki@phi l l ip.co.jp

+81 3 3666 6980

（出所:会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

現代表取締役社長の木田裕士氏が1990年に広
告代理業・印刷物・パンフレット・チラシ・卒業アルバ
ム等の制作販売を事業目的として株式会社アイガー
を設立。私立学校法などの教育機関や一般企業向
けに、広告主の戦略的ブランド価値の追求にフォーカ
スした広告ブランディング事業を展開。営業企画部門
と制作部門との連携強化によりコンペティション方式
で の 案 件 獲 得 を得 意 と す る。 2022 年 6 月 22 日
TOKYO PRO Marketに新規上場。

広告ブランディング事業のサービス領域は多岐に
渡るなか、以下のサービスに分かれる。

①「グラフィックデザイン」は、学校・企業紹介のパ
ンフレット、リーフレット、ポスター、学報・社内報、情
報誌などの紙媒体の制作を担う。

②「Web・ITデザイン」は、スマートフォン用・PC用
の学校・企業紹介ウエブサイト、それに連動するムー
ビーやアプリなどの制作を担う。

③「PRマーケティング戦略の立案とコンサルティン
グ」は、Web・ITデザイン、写真・ムービー撮影等の制
作の前段階で顧客ニーズをより充足するためのPR
マーケティング戦略の立案を行う。独自システム「I-
BIS」を開発・使用してビジュアルイメージに関する意
識調査を広告主が対象とするターゲット層へ行って
いる。

④「写真・ムービー撮影」は、教育機関や企業の
パンフレットに使われる写真画像を映画のシーンの
ようにストーリー性を帯びて流れるような作品に仕上
げる技術である「シネマ撮り」に特徴がある。自社ス
タジオ施設「Kスタジオ」を擁する。

2023/3/23（終値）

1.株式会社グローバルデントリープロジェクト
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（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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